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相談所からのお知らせ
●●●●●●●●●経 営 指 導 員 が 行 く ！

【概要】化学プラント向け産業機械部品製作・修理、
精密機械加工、計装・電気工事、機械保全を主要事業
としている。近年では先端エネルギー分野に裾野を
広げた事業開発を推進している。これまで、山口県
産業技術振興奨励賞（山口県知事賞）の受賞や経済
産業省による地域未来牽引企業にも選定されている。
今年で創業70年。

代表取締役　松田　充史さん

水素ステーション用高圧配管溶接技術で
中四国エリアで国から初の認証に成功

株式会社　松田鉄工所

　山
口
県
で
は
「
や
ま
ぐ
ち
次
世
代
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
構
想
」
の
推
進
に
向
け
て
、
医
療
関
連

や
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
い
て
産
学
公

金
連
携
に
よ
る
研
究
開
発
・
事
業
化
の
促
進
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
長
州
産
業
が
代
表
に
な
り

日
立
プ
ラ
ン
ト
メ
カ
ニ
ク
ス
、
エ
コ
マ
ス
、
ト

ク
ヤ
マ
と
松
田
鉄
工
所
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
革
新
的
再
エ
ネ
利
用
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
品
開
発
が
採
択
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
松
田
鉄
工
所
が
担
当
す
る
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用
高
圧
配
管
溶
接
技
術
が
国
か

ら
の
認
定
に
中
四
国
で
初
め
て
成
功
し
た
。

　今
ま
で
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用
配
管
は
法
令

に
よ
り
配
管
と
配
管
の
つ
な
ぎ
目
を
ネ
ジ
で
つ
な

ぐ
機
械
式
継
手
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ネ
ジ
で

つ
な
い
だ
箇
所
か
ら
水
素
が
漏
れ
出
す
危
険
が
あ

る
だ
け
で
な
く
、
保
守
費
用
が
か
さ
む
な
ど
の
問

題
が
あ
り
、
新
規
建
設
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
。

　今
回
事
業
化
し
た
の
は
７
０
Ｍ
Ｐ
ａ
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
用
高
圧
配
管
溶
接
技
術
で
、
松
田

鉄
工
所
の
溶
接
技
術
は
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の

認
証
を
受
け
、
今
期
中
に
長
州
産
業
が
事
業
展

開
し
て
い
る
再
エ
ネ
由
来
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
Ｓ
Ｈ
ｉ
Ｐ
Ｓ
」
に
導
入
さ
れ
る
予
定
。

　水
素
は
次
世
代
の
中
核
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
水
素
タ
ウ

ン
構
想
も
あ
り
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
約
７
２

０
基
の
建
設
が
目
標
と
さ
れ
て
お
り
、
松
田
鉄

工
所
が
開
発
し
た
溶
接
技
術
は
、
設
備
の
安
全

性
向
上
や
保
守
費
用
の
低
減
効
果
が
あ
り
、
需

要
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　周
南
市
は
水
素
タ
ウ
ン
モ
デ
ル
事
業
が
推
進

さ
れ
て
お
り
、
松
田
鉄
工
所
は
平
成
２８
年
か
ら

先
行
し
た
技
術
開
発
、
需
要
創
出
に
向
け
て
水

素
関
連
技
術
の
研
究
や
開
発
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
長
州
産
業
と
の
共
同
研
究
へ
は
、
新
た
な

事
業
開
拓
の
た
め
に
参
画
し
、
松
田
社
長
と
平

岡
貴
徳
さ
ん
が
事
業
推
進
担
当
者
と
し
て
挑
戦

し
た
。

　開
発
に
あ
た
り
、
国
の
認
可
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
な
く
、
手
探
り
状
態
だ
っ
た
。
配
管
素
材

の
入
手
か
ら
困
り
、
新
南
陽
商
工
会
議
所
に
協

力
を
依
頼
し
て
メ
ー
カ
ー
に
直
接
照
会
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
配
管
の
特
殊
素
材
に
辿
り
着
け

た
。
開
発
初
年
度
の
平
成
２９
年
度
は
松
田
社
長

が
メ
ー
カ
ー
や
関
係
機
関
へ
の
訪
問
を
重
ね
、

情
報
収
集
や
技
術
面
、
法
令
面
の
確
認
及
び
調

整
に
時
間
を
費
や
し
た
。

　本
格
的
な
技
術
開
発
は
今
年
に
な
っ
て
か
ら

で
、
平
岡
さ
ん
が
特
殊
素
材
を
超
高
圧
水
素
配

管
の
溶
接
継
手
と
し
て
認
可
を
得
る
品
質
を
確

立
し
た
。
溶
接
は
専
門
外
だ
っ
た
が
、
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
知
見
を
広
げ
、
独
自

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
構
築
し
た
。
今
年
の
７
月
に
技

術
開
発
に
一
定
の
見
込
み
が
立
ち
、
９
月
に
国

か
ら
認
定
を
取
得
し
た
。

　平
岡
さ
ん
は
「
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
配
管
溶

接
は
、
品
質
の
再
現
性
が
重
要
で
、
少
し
で
も
不

具
合
が
あ
る
と
破
れ
て
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

中
小
企
業
の
技
術
力
と
情
熱
で
結
果
を
だ
せ
て
う

れ
し
い
」
と
喜
ん
で
い
る
。

　今
後
、
松
田
鉄
工
所
で
は
認
証
を
得
た
同
技
術

を
全
国
的
に
事
業
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

溶接された水素ステーション用高圧配管

（2018年 1月現在の中小企業庁公表資料を基に作成）
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